
子育てをみつめ直し、親としての力をつけるために、学習の機会を提供する。互いに支えあえる仲間作りの
施策目的・

(2)目的 マとした学習事業を実施します。また、まちづくりを担う人材が育つよう、市民の自主的な学習活動を支援 事業目的 場を提供する。
展開方向

します。
２・３歳児の子を持つ保護者が集団の中で我が子の姿を見ながら、①親子のふれあい②学級生同士の交流③ ４月受講生募集
互いに学び合う姿勢の3点を軸に、子育ての楽しさについて学ぶ場とする。 ５月開級式～翌１月閉級式まで概ね月２回（全１２回）
・内容　　開級式、親子体操、野外遊び、工作、リトミック、親子クッキング等　 当該年度 ２,３歳児：アビスタ火曜、木曜、金曜、湖北の４コース実施
・２・３歳児：４コース、　各コース年間１２回の学習 執行計画 布佐地区で１コース実施予定(全３回)

(3)事業内容 内　　容 ※新木、布佐方面で、１コース実施予定（全３回）
・場所　我孫子地区公民館、湖北地区公民館、手賀沼公園、五本松運動公園　等
・募集方法　広報あびこ、我孫子市ホームページ 受講者数 想定値 105当該年度

単位 組
活動結果指標 実績値 104

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 人との関わりの楽しさや、子育ての喜びを知る。また、他の親子関係を見て、自分の子育てを見つめ直す。 直接 子育ての楽しさや集団の中で成長を感じた人の割合（関心が高まった % 80 85
受講生／全受講生）

平成30年度 人との関わりの楽しさや、子育ての喜びを知る。また、他の親子関係を見て、自分の子育てを見つめ直す。 直接 子育ての楽しさや集団の中で成長を感じた人の割合（関心が高まった % 90
受講生／全受講生）

平成31年度 人との関わりの楽しさや、子育ての喜びを知る。また、他の親子関係を見て、自分の子育てを見つめ直す。 直接 子育ての楽しさや集団の中で成長を感じた人の割合（関心が高まった % 95
受講生／全受講生）

親子での参加のため、家族の用事や兄弟の都合、病気などでも参加できない場合が多い。また、保育園のような子どもだけが楽
(7)事業実施上の課題と対応 しむ内容と考えている受講生も多い。平成23年度の事業仕分けの結果を受け、他課の事業との差別化を図る必要がある。 代替案検討 ○有 ●無

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

指導員報酬 2,406 指導員報酬 1,808 1,808 指導員報酬 2,788 指導員報酬 2,788
講師謝礼金 604 講師謝礼金 600 594 講師謝礼金 600 講師謝礼金 600
講師謝礼　12千円×47回、10千円×4回 12千円×47回、20千円×2回、1千円×1 講師謝礼 12千円×50回 講師謝礼 12千円×50回
費用弁償 5 費用弁償 4 4 費用弁償 4 費用弁償 4
消耗品費 3 消耗品費 10 10 消耗品費 10 消耗品費 10
印刷用紙　5千円、その他、5千円 印刷用紙　5千円、その他、5千円 印刷用紙5千円、その他5千円 印刷用紙5千円、その他5千円
食糧費 1 食糧費 1 1 食糧費 1 食糧費 1

実施内容 通信費 3 通信費 3 3 通信費 3 通信費 3
保険料 40 保険料 40 40 保険料 40 保険料 40

(8)施行事項
費　　用 指導員共済費(9月補正） 208

嘱託職員報酬 1,155 嘱託職員報酬 1,145 1,145 嘱託職員報酬 1,371 嘱託職員報酬 1,371

予算(決算)額 合　　計 4,425 合　　計 3,611 3,605 合　　計 4,817 合　　計 4,817
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 4,425 3,611 3,605 4,817 4,817

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.2 0.3 0.3 0.2 0.2
正職員人件費 1,760 2,640 2,640 1,760 1,760

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 1,155 1,155 1,155 2,953 2,953
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 6,185 6,251 6,245 6,577 6,577
(11)単位費用

57.8千円／組 59.53千円／組 60.05
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

１２回の学習を通じて固定されたメンバー（同じ年齢の子を持つ親）で学級作りをする。継続した活動が学級生の濃密な ●①事前確認での想定どおり
関係を作り、子育ての悩み、不安を軽減される。年間カリキュラムがあることで、①子どもの成長が実感できる②仲間と ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ の共同作業をすることにより、達成感、協力する大切さを得る③集団に入ることで他の親子関係を見ることができ、自分 ○要
   背景は？(事業の必要性) の子育てを見つめ直す機会となる。市内に親子学級は多くあるが、単発の活動形態をとるものがほとんどであるため、互 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

いに支え合う子育ての輪を広げる場として、本事業は必要である。 １年間の学習の中で、共同作業や、話し合いが必要な学習を実施したことにより、子育てを通した、同じ価値観を持った
仲間の輪を広げる場となった。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった リトミック、体操、工作などの学習に加え、クッキング、班

□提供主体が市しかない ■③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 単位で行うミニレクリエーションなど、１年間の学習の中で
□その他 　促進された 、仲間と一緒に考え、子育ての楽しさや苦労を分かち合い、

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した 互いに支え合える仲間づくりができる場として必要な学級で
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ある。加えて、地域で活躍する先輩の母親を講師として招く ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ことで、今後の地域活動のきっかけの場にもなる。 ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

■市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 地域、市民団体で活躍する、先輩の母親を中心に講師として 市内在住の講師、団体の協力により実施。 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り 招き実施する。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

■①自然環境を生かしている 外遊びや運動会など、屋外での学習機会を設ける。 手賀沼公園、五本松運動広場で外遊び、運動会を実施。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(%) 目標値(b)(%) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(%) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
80 85 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

学級生のニーズにあったものを提供できた。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 117.65
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 6,251 △66 6,245 99.9
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△1.07

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 参加者のニーズにあった満足度の高い学習を実施。

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 1.36

% 10万円 1.6 117.65

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
１年間の学習を通して、学級生である親同士の学びと交流を重視している。仲間と一緒に考え、子育ての楽しさや苦労を分かち合い、互いに支
え合える仲間づくりができ、学級終了後も自主的な活動を続けるための継続学級が立ち上がった。より強い横のつながりを作るきっかけの場と
なっている。

様式第３号 事務事業評価表（平成29年度）

事業コード 1168 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 公民館学級、講座 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 のびのび親子学級 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.3 人）
(1)事業概要

(当　初) 7,457 千円 (うち人件費 2,640 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 6,251 千円 (うち人件費 2,640 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動がまちづくり活動として発展していくよう、市民ニーズの高い社会や地域の課題などをテー



小学１年生の保護者を主な対象として、子育てについての学習や親同士の情報交換を通して、家庭・親子の
施策目的・

(2)目的 マとした学習事業を実施します。また、まちづくりを担う人材が育つよう、市民の自主的な学習活動を支援 事業目的 あり方を考える機会を提供し、家庭教育を振興する。家庭・地域での学習内容の実践を図る。
展開方向

します。
通年の家庭教育学級１コース ５月から翌年１月まで１４回実施、うち１回の学習を公開とする。
子育てに関する講義や親子参加型の形態で、講演会・体験学習を実施し、家庭教育に関する知識や理解を深 家庭、学校、地域の連携をさらに深める学習や、家族も参加できる学習、食育の学習もとり入れ、家庭の教
め、保護者同士の交流を図る。また、学級修了者が主体的に学習できるよう自主的な学習活動を支援する。 当該年度 育力の充実を図る。２月から３月にかけて湖北地区公民館を会場に３回コースでの学級の実施を予定してい

執行計画 る。
(3)事業内容 内　　容

学級受講者数 想定値 50当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 55

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 一人でも多くの受講者が、家庭教育の重要性を理解し，実践し、地域活動へと繋げる。 間接 受講者満足度(家庭教育の大切さを感じ、実践した受講生の割合） % 80 75

平成30年度 一人でも多くの受講者が、家庭教育の重要性を理解し，実践し、地域活動へと繋げる。 間接 受講者満足度(家庭教育の大切さを感じ、実践した受講生の割合） % 80

平成31年度 一人でも多くの受講者が、家庭教育の重要性を理解し，実践し、地域活動へと繋げる。 間接 受講者満足度(家庭教育の大切さを感じ、実践した受講生の割合） % 85

地域により関心度に差があり、小学校別受講者に偏りがみられる。今後、受講者の少ない地域の応募が増加するよう募集方法を
(7)事業実施上の課題と対応 考慮する。湖北地区公民館を会場に２月～３月に３回コースの家庭教育学級を実施する。 代替案検討 ○有 ●無

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

社会教育指導員 1,204 社会教育指導員 1,394 1,394 嘱託職員報酬 2,750 嘱託職員報酬 2,750
講師報償費 214 講師報償費 246 220 講師報償費 199 講師報償費 199
指導員研修旅費 0 指導員研修旅費 4 0 費用弁償 3 費用弁償 3
消耗品費 5 消耗品費 15 10 消耗品費 10 消耗品費 10
食糧費 0 食糧費 1 0 食料費 1 食料費 1
通信運搬費 1 通信運搬費 2 0 通信運搬費 2 通信運搬費 2
保険料 20 保険料 20 20 保険料 20 保険料 20

実施内容 嘱託職員報酬 923 嘱託職員報酬 1,106 0
指導員共済費(9月補正） 131 嘱託職員報酬（12月補正） △1,106 0

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 2,498 合　　計 1,682 1,644 合　　計 2,985 合　　計 2,985
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 2,498 1,682 1,644 2,985 2,985

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0 0.25 0.25 0.25 0.25
正職員人件費 0 2,200 2,200 2,200 2,200

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 923 923 923 2,750 2,750
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,498 3,882 3,844 5,185 5,185
(11)単位費用

46.26千円／人 77.64千円／人 69.89
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

　家庭教育は、すべての教育の出発点であり、子どもが基本的な生活習慣や他者との関わり、社会の規律などを身に付け ●①事前確認での想定どおり
る上で重要な役割を果たすものである。近年の核家族化や少子化にともない、地域における繋がりが希薄になるなど、家 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 庭を取り巻く社会状況の変化のなかで、家庭の教育力の低下が指摘されている。このようななか、家庭・学校・地域の連 ○要
   背景は？(事業の必要性) 携・協力を図りながら、社会全体で子どもたちの健全な育ちを支えていくことが求められている。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

　教育基本法、社会教育法で、家庭教育力の向上を図るため、家庭教育に関する学習の機会を提供する事業の実施及びそ 家庭を取り巻く社会状況は厳しさを増し、家庭教育がより重要となってきており、家庭・学校・地域が連携してきめ細や
の奨励が教育委員会の事務として規定されている。 かな家庭教育支援への取組みが必要とされているため。
○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 参加対象者を小学校1年生の保護者に限定しているため、参

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 加申込書の配布・取りまとめを各小学校に依頼した。また、
□その他 　促進された 就学児健診時に学校へ出向き、次年度の参加者募集を見据え

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した て啓蒙活動を行った。年間を通じて、親子の関わり方、食育
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ ■⑤サービス水準が確保された 、命や性についての学習など、家庭教育に必要な学習機会を ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された 計画的に提供できた。 ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 受講者の希望を取り入れた学習を企画し、幼児連れの学級生 講座実施日には、アビスタ保育市民スタッフが2歳以上未就 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り に、２歳以上未就学児を対象にアビスタ保育市民スタッフが 学児を連れた受講者を対象に託児を実施した。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り 託児を実施している。講師に出前講座などで活躍している市 民生委員やボランティア活動をしている市民を講師に招き、 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している 民講師の方をお願いしている。 地域での子育てを意識した学習を実施した。 ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 受講者が自ら考えて企画した講座を実施した。 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 28年度に続き、手賀沼船上学習を親子での体験学習として実 手賀沼課職員に講師を依頼し、船に乗りながら手賀沼の歴史 ●①想定どおり
□②生き物と共存している 施する。 や、現在の水質、沼の汚れと生物の関係など、環境について ○②想定どおりでなかった
■③手賀沼を意識している の学習を実施した。

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(%) 目標値(b)(%) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(%) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
80 75 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

前年度のアンケート結果や時代の変化に伴う課題を意識し、家庭や地域の中で実
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 80 106.67

施しやすい内容になるように工夫した。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 3,882 △1,384 3,844 99.02
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△55.4

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 1.93

% 10万円 2.08 107.77

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
参加者が学習内容を家庭や地域で実践することにより、人づくり、まちづくりという施策の実現に貢献している。
1年間の学習活動を通して参加者同士の交流を図り、自主的な活動へ繋がるよう、学級運営の工夫に努めながら、引き続き推進していく。
教育基本法や社会教育法についても家庭教育支援に関して学習機会の充実など、きめ細やかな取組みが実施されるように促されている。
就学時健診での講座案内や、学校単位での申込の取りまとめなどを通じて学校との連携を強く図りながら、学級の周知を進めていく。

様式第３号 事務事業評価表（平成29年度）

事業コード 1173 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 公民館学級・講座 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 家庭教育学級 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 2 人 (換算人数 0.25 人）
(1)事業概要

(当　初) 4,988 千円 (うち人件費 2,200 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 3,882 千円 (うち人件費 2,200 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画　

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動がまちづくり活動として発展していくよう、市民ニーズの高い社会や地域の課題などをテー



齢者社会をより良く生きるために、高齢者社会の諸問題や対処の方法を学び、人
施策目的・

(2)目的 マとした学習事業を実施します。また、まちづくりを担う人材が育つよう、市民の自主的な学習活動を支援 事業目的 生の後半を自立し豊かな暮らしができ、元気な高齢者として地域の高齢者を支えながら、自らもハツラツと
展開方向

します。 した人生を送るにはどうしたら良いかを考えるきっかけとする。
主に定年退職を控えた方々を念頭に、人生後半の生き方・過ごし方、心と身体の活性化や健康管理、介護と ５月～２月各月２回（８月を除く）全１４～１６回とし、講義９０分（質疑含む）、グループの話し合い３
予防、終の棲家、現代の葬送事情等を講義、体験、見学の形で学習する。 ０分（片付けを含む）の１２０分で講座を進める。

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

受講者数 想定値 40当該年度
単位 名

活動結果指標 実績値 54

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 一人でも多くの受講生が、学習結果を日常生活に生かせる、きっかけづくりをする。 間接 学習内容に関心を持った学級生の割合 % 80 85

平成30年度 一人でも多くの受講生が、学習結果を日常生活に生かせる、きっかけづくりをする。 間接 学習内容に関心を持った学級生の割合 ％ 90

平成31年度 一人でも多くの受講生が、学習結果を日常生活に生かせる、きっかけづくりをする。 間接 学習内容に関心を持った学級生の割合 ％ 95

講師の選定及び依頼調整。各年齢層での関心事の講義内容を広げていくことを検討する。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

社会教育指導員 1,204 社会教育指導員 1,394 1,394 社会教育指導員 1,204 社会教育指導員 1,204
講師報償費 102 講師報償費 142 114 講師報償費 142 講師報消費 142
5,000円×2回＋12,000円×6回＋20,000 5,000円×2回＋12,000円×6回＋20,000 5,000円×2回＋12,000円×6回＋20,000 5,000円×2回＋1,2000円×6回
消耗品費 0 消耗品費 5 0 消耗品費 5 消耗品費 5
通信運搬費 0 通信運搬費 1 0 通信運搬費 1 通信運搬費 1
指導員研修旅費 0 旅費 4 6 指導員研修旅費 4 指導員研修費 4
保険料 10 保険料 10 10 保険料 10 保険料 10

実施内容 嘱託職員報酬 923 嘱託職員報酬 1,106 0 嘱託職員報酬 1,106 嘱託職員報酬 1,106
指導員共催費(9月補正） 131 嘱託職員報酬(12月補正） △1,106 0

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 2,370 合　　計 1,556 1,524 合　　計 2,472 合　　計 2,472
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 2,370 1,556 1,524 2,472 2,472

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0 0.2 0.2 0.2 0.2
正職員人件費 0 1,760 1,760 1,760 1,760

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 923 923 923 923 923
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,370 3,316 3,284 4,232 4,232
(11)単位費用

64.05千円／名 82.9千円／名 60.81
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

ますます高齢化が進む中、これら熟年世代の多くの方は高齢化社会の諸問題に対し、これからどんな事を備えたらよいか ●①事前確認での想定どおり
不安を感じており、自立した心豊かな老後の備えを学び地域の中で自分にできることを見つけ行動することが望まれる。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

高齢社会の進展の中、想定を上回る応募者があり熟年世代の関心の高さがうかがわれ、この世代を対象とした講座の必要
性が立証できた。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 高齢化の進展の中、様々な諸問題の解決に向けて、一人ひと

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 りでは気付かない広範囲な課題に関する学習を企画・実施す
□その他 　促進された ることができ、学級生からも好評であった。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 公民館学級や講座より育った講師および市民活動団体で活躍 ボランティア活動経験者など、様々な分野の市民講師を招い ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り する市民を講師として招き、学習を実施する。 た学習を実施することができた。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境ボランティアについて学習することで、環境に配慮した ●①想定どおり
□②生き物と共存している 生活の重要性を認識することができた。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(%) 目標値(b)(%) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(%) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
80 85 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

講座内容を工夫し学級生からも好評であった。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 85 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 3,316 △946 3,284 99.03
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△39.92

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度 講師の選定に際し事業費の削減に努めた。

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 2.56

% 10万円 2.59 101.17

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業と「市民カレッジ「我孫子を知るコース」」は、同じ目的を達成するために実施している事業であること、また、参加者層も近いことか 30年度から本事業に「市民カレッジ「我孫子を知るコース」」を結合し、効果的・効率的に実施していく。
ら、結合して実施していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成29年度）

事業コード 1176 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 公民館学級・講座 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 熟年備学 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 1 人 (換算人数 0.2 人）
(1)事業概要

(当　初) 4,422 千円 (うち人件費 1,760 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 3,316 千円 (うち人件費 1,760 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51102 重点なし ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動がまちづくり活動として発展していくよう、市民ニーズの高い社会や地域の課題などをテー 熟年世代が、これからの高



をテー 高齢者がより充実した生活を送るために、人間関係を深めつつ、地域の課題や地域の変化に順応した知識を
施策目的・

(2)目的 マとした学習事業を実施します。また、まちづくりを担う人材が育つよう、市民の自主的な学習活動を支援 事業目的 楽しく学び、地域活動、まちづくり等に積極的に参加できるような学習の機会を提供する。
展開方向

します。
３月に市広報により学級生を募集（５０人程度）。４年間継続の学級で、「一般教養、福祉、健康、地域交 入学式・始業式　　４月下旬
流」などを柱として、年間２４回の学習計画をもとに学習する。また、運動会・大学祭など各委員会を学級 各学年（約５０人）、学習・年１８回実施
生とともに組織し活動する。 当該年度 合同学習　　　年２回

執行計画 運動会　　１０月上旬
(3)事業内容 内　　容 大学祭　　　２月中旬

卒業式・修了式　２月下旬
受講者数 想定値 190当該年度

単位 人
活動結果指標 実績値 182

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 長寿大学の学習成果を、自らの学習活動や地域で発揮することを望む人材をできるだけ多く輩出する。 直接 地域活動への意識割合 % 75 75

平成30年度 長寿大学の学習成果を、自らの学習活動や地域で発揮することを望む人材をできるだけ多く輩出する。 直接 地域活動への意識割合 % 80

平成31年度 長寿大学の学習成果を、自らの学習活動や地域で発揮することを望む人材をできるだけ多く輩出する。 直接 地域活動への意識割合 % 80

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

指導員報酬 4,815 指導員報酬 5,563 5,563 嘱託職員報酬 5,579 嘱託職員報酬 5,579
講師報酬費 337 講師報酬費 459 435 講師報酬費 459 講師報酬費 459
普通旅費 3 普通旅費 18 17 普通旅費 18 普通旅費 18
消耗品費 47 消耗品費 60 48 消耗品費 60 消耗品費 60
印刷製本費 39 印刷製本費 49 39 印刷製本費 49 印刷製本費 49
通信運搬費 0 通信運搬費 2 0 通信運搬費 2 通信運搬費 2
ホール管理委託 171 ホール管理委託 171 171 ホール管理委託 171 ホール管理委託 171

実施内容 保険料 40 保険料 40 40 保険料 40 保険料 40
指導員研修費 51 指導員研修費用弁償費 30 30 指導員研修費用弁償費 30 指導員研修費用弁償費 30

(8)施行事項
費　　用 指導員共催費(9月補正） 493 使用料及び賃借料（予備費） 90 9

嘱託職員報償費 634

予算(決算)額 合　　計 6,630 合　　計 6,482 6,352 合　　計 6,408 合　　計 6,408
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 6,630 6,482 6,352 6,408 6,408

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.4 0.5 0.5 0.4 0.4
正職員人件費 3,520 4,400 4,400 3,520 3,520

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 5,563 5,563
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 10,150 10,882 10,752 9,928 9,928
(11)単位費用

53.14千円／人 57.27千円／人 59.08
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

高齢化が進む社会の変化に対し、高齢者の生活、健康問題、生きがいづくりなど社会に対応する学習機会の提供。また、 ●①事前確認での想定どおり
元気な高齢者が地域参画への役割を発見する場の提供として、高齢者学級が必要である。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

今後、高齢者は益々増加することが予想されることから、高齢者を対象とした学習機会の提供が必要となる。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 長寿大学の開設・運営

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 地域活動・まちづくりに参画する人材を育成するための学習 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り を実施してきたことにより、学級生自らがボランティア活動 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り を実施するなど、意識が高まった。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 手賀沼などの自然環境やごみなどの生活環境に関する学習を ●①想定どおり
□②生き物と共存している 行った。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
手賀沼の今と昔などの学習に取り入れている。

効
　
率
　
性

現況値(a)(%) 目標値(b)(%) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(%) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
75 75 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

学習内容の工夫や意識付けを行った。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 75 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 10,882 △732 10,752 98.81
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△7.21

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度 事業費の削減に努めた

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.69

% 10万円 0.7 101.45

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業と「市民カレッジ「我孫子を知るコース」」は同じ目的を達成するために実施している事業であること、また参加者層も近いことから、 30年度から、本事業に「市民カレッジ「我孫子を知るコース」」を結合し、効果的・効率的に実施していく。
結合して実施していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成29年度）

事業コード 1177 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 公民館学級、講座 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 長寿大学 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 2 人 (換算人数 0.5 人）
(1)事業概要

(当　初) 10,808 千円 (うち人件費 4,400 千円）⑦事業費
総事業費 12,527 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 10,882 千円 (うち人件費 4,400 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動がまちづくり活動として発展していくよう、市民ニーズの高い社会や地域の課題など



覚ライブラリーなど 日常、学校や家庭で体験しにくい実験・工作・調理などの学び体験を通して、感動、問題解決力、創造力、
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 観察力などを養い、子どもの将来の夢を拡げる。また、子どもは人との交流によって、豊かな人間関係を味
展開方向

わい、同時に「あびこ」の人々の専門性や人間性に触れ「あびこ」の良さを認識したり、大人への憧れや我
将来、地域に貢献できるように小・中学生を対象に、地元の学校・企業・専門家等の協力を得て体験型の学 ６月から１月にかけて夏、冬の長期休暇、および土曜日に全１５回程度実施予定。
習講座を実施する。 学習内容は科学、料理、工作、卓球、書道等。

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

受講者数／年 想定値 340当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 340

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 学ぶ喜び、科学する楽しさ、創造する楽しさなどを味わう中で、「あびこ」の環境や人々の良さを学び、地域や街に興味や関心 直接 満足度 ％ 96 96
を持つきっかけの場とする。

平成30年度 学ぶ喜び、科学する楽しさ、創造する楽しさなどを味わう。また、「あびこ」の環境や人々の良さを学び、地域や街に興味や関 直接 満足度 ％ 96
心を持つことができるようになる。

平成31年度 学ぶ喜び、科学する楽しさ、創造する楽しさなどを味わう。また、「あびこ」の環境や人々の良さを学び、地域や街に興味や関 直接 満足度 ％ 96
心を持つことができるようになる。
我孫子で活動する新規講師の発掘、調整。

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

指導員報酬 1,204 指導員報酬 1,252 1,252 指導員報酬 1,394 指導員報酬 1,394
講師報償費 30 講師報償費 70 25 講師報償費 70 講師報償費 70
5,000円×6回 5,000円×5回 5,000円×6回、40,000円×1回 5,000円×6回、40,000円×1回
費用弁償 5 費用弁償 4 4 費用弁償 4 費用弁償 4
消耗品費 13 消耗品費 15 10 消耗品費 15 消耗品費 15
食糧費 9 食糧費 7 7 食糧費 7 食糧費 7
保険料 10 保険料 10 10 保険料 10 保険料 10

実施内容 指導員共催費(9月補正） 131

(8)施行事項
費　　用

嘱託職員報酬 1,155 嘱託職員報酬 1,145 1,145 嘱託職員報酬 1,155 嘱託職員報酬 1,155

予算(決算)額 合　　計 2,557 合　　計 2,503 2,453 合　　計 2,655 合　　計 2,655
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 2,557 2,503 2,453 2,655 2,655

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2
正職員人件費 880 1,760 1,760 1,760 1,760

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 1,155 1,155 1,155 1,155 1,155
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 3,437 4,263 4,213 4,415 4,415
(11)単位費用

9.9千円／人 12.54千円／人 12.39
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

公民館が末永く地域に親しまれ利用されていくために、子ども達の明るい声が響き、雰囲気がなごむ元気な公民館づくり ●①事前確認での想定どおり
を進めていく必要がある。そのため、子ども達が公民館を利用するきっかけ作りとする講座を開催する。また、地域には ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 様々な経験や知識を持った人材があり、この方々と子ども達をつなげ、子ども達には地域を知り我孫子に愛着を持つよう ○要
   背景は？(事業の必要性) に、また講師となる方々には地域との関わりを持つ機会としていく必要がある。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

市内在住、企業、学校、団体の協力により、学校・地域を越えた交流の場、日常体験しがたい学び体験の場として実施で
きた。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 家庭や学校にない人間関係を築き、日常体験しにくい学び体

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 験を通して、夢や希望を広げるきっかけとすることができる
□その他 　促進された 。小学生の総数が減少する中、応募総数が前年の１５％増だ

■④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した った２８年度から、さらに４．７％増えており、子どもの興
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された 味、関心の高さがうかがえる。今後も充実した講座を提供し ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ていく必要がある。 ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 子どもの指導に慣れた市民・市民団体を講師とする。 我孫子市民、企業、団体、学校等、子どもの指導に慣れた講 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 師の協力により実施した。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
●④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

■①自然環境を生かしている 自然環境、生き物を意識した講座を実施する。 自然環境、生き物を意識した講座を実施した。 ●①想定どおり
■②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
96 96 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

参加者との関わりを大切に、且つ興味、関心、意欲を高めてくれる講師によって
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 104.17

、満足度の高い講座を実施することができた。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 4,263 △826 4,213 98.83
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△24.03

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 2.25

％ 10万円 2.37 105.33

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
我孫子にかかわる人々との連携によって、学ぶ喜び、科学する楽しさ、創造する楽しさ、発見する喜び等を味わえる体験学習の場となっており
、参加者の満足度を高いものとなっている。地域と子どもをつなぐや植わりも果たしている。

様式第３号 事務事業評価表（平成29年度）

事業コード 1682 課コード 1605 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 公民館学級・講座 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・生涯学習課

個別事業 アビコでなんでも学び隊 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成22年度 ～ ⑥担当職員数 1 人 (換算人数 0.2 人）
(1)事業概要

(当　初) 4,415 千円 (うち人件費 1,760 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 4,263 千円 (うち人件費 1,760 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴


